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〈研究ノー ト〉

コー ンズ 商 会(Comes&Co.)関 係 文 書 につ い て(そ の四)

AmyComes(山 田千 代)の 周 辺

鈴 木 芳 徳

1

フ レデ リ ッ ク ・コー ンズ(FrederickComes)は,イ ギ リス に 妻Aliceを もち(1870年4月 に結

婚),一 家 を な したが,そ れ よ り先,日 本 在 住 の 間 に一 子 を も うけて い た こ とが 知 られ て い る。

そ して,恐 ら くはそ の子 が,横 浜 の捜 真女 学 校 の発展 に貢献 した 山田千 代(AmyComes)そ の 人

で あ る と思 わ れ る。 山 田千 代 は,慶 応3年5月8日(西 暦では,1867年6月10日 にあたる)の 生 ま

れ,横 浜 の共 立学 園 の前 身DoremusSchoolを 卒業 し,の ち現 在 の捜真 女 学校 にお い て ク ララ ・

A・ カ ンヴ ァース(ClaraAConverse)校 長 の右 腕 と して教 育 と学校 運 営 に多 大 の寄 与 を し,1960

年(昭 和35年)7月16日,享 年93で 逝去,捜 真 女学 校 にほ ど近 い三つ 沢墓 地 に眠 って い る。

とはい う もの の,フ レデ リ ック ・コー ンズ の側 に は,そ の こ とを立 証 す る もの は殆 ど存在 しな

い。 手掛 か りと して は,次 の ような二 通の 書信 が あ るの みで あ る。

1869年10月22日 付 け

フ レデ リ ック ・コー ンズ(在 ロン ドン)か ら,テ イ ラー(在 横浜)宛 て

Inafootnotetoyoursof23rdAugustyouspeakofO.T.S.havingaboy!!NowwhenIleftJa-

pan,thechildofwhichIwassupposedtobethefatherwasagirl,butprobablythemaleappend-

agehasgrownsincethenassuchstrangethingsdooccurinYokohama.Wouldyoupleasemake

alittleinquiryonthissubject,asIamrathercurioustoknowhowithascomeabout.

1878年9月6日 付 け

フ レデ リ ック ・コー ンズ(在 ロンドン)か ら,ウ イ ンス タ ン リー(在 横浜)宛 て

Privateletteryouforwardedmeamailortwoago.Idon'twanttheseletterstocome

heretellthemthereisnousetowritetome.Ithinkthe#10amonthIpayisquitesu血cient

anddon'tintendtoincreaseit.Ifanymorelettersaregivenyoulikethis,saythatithadbetter
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さ らに疑 問 なの は,フ レデ リ ック ・コー ンズ の ロ ン ドン と横 浜 との往復 記 録 を手 紙 か ら推 察 す

る と,彼 は1865年 に横 浜 を離 れて ロ ン ドンに行 き,1870年 まで は来 日 して い ない と考 え られ る

点 であ る。 エ イ ミ0・ コー ンズの生 年 月 日が,上 に見 る とお り,1868年6月27日 と され て い る

こ ととの整 合性 が,今 一 つ気 にかか る ところ であ るが,上 記 の最 初 のほ うの 書信 か らす る と,フ

レデ リック ・コー ンズが横 浜 を離 れ る前 にす で に誕 生 してい た もの と推 測 され るの で,そ れで話

しは整合 的 なのか と も思 う。

なお,上 記 の 山田千代 の生 年 は,横 浜 三 つ沢墓 地 の墓 碑 に記 されて い る 「慶 応3年5月8日 」

に依 拠 して い る。 しか し,『 日本 キ リス ト教 歴 史大 事 典 』(1988年,教 文館)の 「山 田千 代」 の 項

目(片 子沢千代松執筆)は,こ れ と異 な り,「 慶 応4年5月8日,1868年6月27日 」 と して い る。

なお検 討 が必 要 な ところ であ る。

念 の為,三 つ 沢墓 地 の墓碑(カ ンバース先生 と共に葬 られている)に,記 され て い る と ころ を写 し

て お く。 カ ンバ ー ス先生 を称 え る文章 に続 いて次 ぎの よ うに記 され て い る。

山田千代 は慶応3年5月8日 横浜 に生る共立女学校 を卒へ 明治20年5月 捜

真女学校の前身たる英和女学校の教師 となるカンバ ルス嬢の来朝 して其校長
か ただ

と為 るや之 を助 けて終始愉 はること無か りき嬢は膏 に学校教育のみならず尚

ほ婦人伝道師 として能 く宣教 の任務 を尽 された り昭和35年7月16日 午後2

時50分 六角橋にて永眠せ らる享年93歳

2

そこで,山 田千代(AmyCornes)の 側 の資料 に語 らせてみ よう。以下 は,捜 真女学校 の関係

者,特 に亡 くな られた 日野綾子理事長か ら伺 った こと,並 びに捜真 の卒業生である遠藤香氏 によ

る横浜プロテスタン ト史研究会 における報告 「山田千代の生涯」(2002年12月21日,指 路教会にお

いて)に 依拠す るところが多い。

『捜真女学校90年 史』(学校法人捜真女学校,昭 和52年,曽 根暁彦執筆)に は次 ぎの ような記事があ

る。

明 治20年 の春,「 ドリーマ ス ・ス クー ル」(DoremusSchooD横 浜共 立 女学 校 を卒 業

したエ イ ミー ・コー ンズ(ArnyCornes)が そ の指 導者 として迎 え られ た。エ イ ミーの父 親 コー ン

ズ は イギ リス の名 門出 の若 き実 業家 で あ り,母 親 は 日本 人 で,由 緒 あ る家系 の娘 であ った。 コー

ン ズの 家 は 山手二 百 十二 番 にあ って,道 路 をへ だて て共 立女 学校 が あ った。 幼 い コー ンズ は ,よ
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く学 校 に遊 び にい き,教 師 のJ.N.ク ロス ビー に可 愛 が られ,馬 に乗 って買物 な どに連 れ て 行 か れ

た。7歳 に なっ た と き父 親が イ ギ リスに戻 るこ とにな ったが 日本 人 を連 れ てい くこ とが 許 され な

か った ので,母 親 に対 して彼女 が 死 ぬ まで生 活 費 を送金 す る こ とを約 して 単 身帰 国 の 途 につ い

た。 エ イ ミー ・コ ー ンズ が12歳 に な っ た 時,東 京 在 住 の イ ギ リス 公 使,ア ー ネ ス ト ・M・ サ

トー(EmestM.Satow)に 子 供 が無 か ったの で,そ の養女 と して引取 られ た。4年 後 サ トー に子 供

が生 まれた ので エ イ ミー ・コ0ン ズ は結婚 をすす め られたが,そ れ を拒 否 し,勉 強す るため に横

浜 に帰 り生母 の籍 に入 って共 立女 学校 に入学,ミ ス ・クロス ビー に温 く迎 え られ た ので あ る。 ミ

ス ・クロス ビーは コー ンズ が横 浜 に帰 る こ とを 日夜 祈 り続 け た といわ れ る。 コー ンズ は前 か ら日

本 名で 「山田千 代」 と呼 ばれ てい たが,共 立女 学校 で は 「エ イ ミー ・コ0ン ズJと い う名前 で知

られ た 洋 装 の 生 徒 で,頭 脳 も人 一倍 す ぐれ て お り,異 彩 を放 つ 存 在 で あ っ た 。卒 業 す る2年

前,1885年(明 治18年)に 受洗 して横 浜合 同教 会 の会 員 とな っ た。1887年(明 治20年)の 春,最

優 秀 の成績 で卒業 す る と,学 校 の教 師 は東 京 の私 立学 校 に就 職 をす す めた が彼 女 は以前 か ら教会

で知 遇 を得 てい た ミセ ス ・ブ ラ ウ ンの招 聰 に応 じたの で あ る。 そ れ は5月30日 で あ っ た。(C.H.

D.Fisher,MissChiyoYamada,AnAppreciation.1935.pμ2-5)」(41-2頁)そ して,ミ ス ・コー ンズ は,

「英 語 と音楽,そ れ に聖 書 を教 え」 「授 業 の ほか に会 計 の事務 を行 ない,寄 宿舎 の管理 もしな けれ

ばな らなか った。 その 時,彼 女 は20歳 で あ った。」(43頁)

ま た,ALettertotheVERMONTSHAFTSBURYASSOCIATIONandOTHERFRIENDSWHO

HAVEBEENINTERESTEDintheMaryL.ColbyHome,fromClaraA.CONVERSE,Yokohama,

Japan.(JuNEl902,printedbyTHEFUKUINPRINTINGSCo.,Ltd.,YoKoHAMA)な る 小 冊 子 に は,次

の よ う な 記 載 が あ る 。(捜 真女学校 蔵)

ShallItellyouaboutsomeofthem?YouhavealreadybeenintroducedtoAmyCornes,agirl

justtenyearsmyjunior,belovedbyallwhoknowher.HerfatherEnglish,hermotherJapanese,

shehasmanyofthetraitsofthetwocountriesblendedinhernature.SheisfluentinJapanese

andreadyinEnglish.Sympatheticandtactful,everyoneyieldstoherinthesickroomorinthe

houseofmourning.Shequicklyfindsthesecretspringtotheheartofsorrowandmanyataleof

woeis.pouredintoherear.Apttoteachandstrongtocontrol,neatandmethodicalinherhabits,

wiseinhercounselandhelpfuleverywhere.Noownsistercouldbemorejealousformyinter-

ests,and,ifsicknesscomestome,myfriendsinAmericamayalwaysbeassuredthatIhavethe

bestcaresolongassheishere.(p.10)

現在 の とこ ろ,山 田千代(AmyComes)に 関す る最 も充 実 した資料 は,1935年 に 出版 され た,

MissChiyoYamada,Appreciationな る小 冊子 であ る。 これ は先 の 『捜 真女 学校90年 史 』の 中 の
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山 田千代 に関す る部分 の基礎 資料 で あ っ た。 それ が 同校 に も保 存 されて い なか った もの を,前 記

の遠藤 香 氏 が わ ざわ ざ米 国か ら複 写 して こ られて,改 め て紹介 され たの であ る。

この小 冊 子 は,山 田千 代 の顕 彰 の た め に書 か れ た もの で あ って,本 文 が22頁,そ れ にFore-

wordの 記 され た扉 が付 いた もの で あ って,直 接 の執 筆者 は,Mrs.C.H.D .Fisherと 記 され て い る。

そ の最 初 の部 分 には次 の ように述べ られて い る。

MissYamadahasthedistinctionofbeingtheonlymemberoftheJapanBaptistChurchwho

haswitnessedallitsgrowthsincethearrivalofitsfounder ,Dr.NathanBrown,inFebruary1873.

Shewasamerechildatthattime,sooncomingintotouchwiththeBrownhousehold.Herfather ,

Mr.Comes,wasayoungEnglishmanofgoodconnections,whilehermotherwasaworthyJapa-

nese.

HerearlyhomewasdirectlyacrossthestreetfromtheDoremusGirls'School,No.212Bluff ,

Yokohama,andbecause"LittleAmy",asherfathernamedher,resembledthelittlesisterofMiss

JuliaN.Crosby‐oneoftheteachers‐shebecameafrequentvisitorattheschool,oftenriding

withMissCrosbyinherhorse-and-traponshoppingtrips.Whenshewassevenyearsold ,herfa

therdecidedtoreturntoEnglandandwishedtotakeAmyandhermotherwithhim;butthe

Japaneserelativeswouldnotallowit,andaseparationwasagreedupon.Mr.Cornes,throughhis

firm,paidthemotheranallowanceuntilherdeathyearsafterward ,andleftothermoneyfor

Amy'seducationandmarriage.

Whenshewasabouttwelveyearsofage,shewasadoptedintothefamilyofSirErnestM.Sa-

towoftheBritishLegationinTokyowhosewifehadnochildren.Forfouryearsshewastrained

inthisstrictlyhigh-classJapanesehome,attendingaprivateschoolestablishedfordaughtersof

thewealthyorthoseofhighrank.OncetheinstitutionwasvisitedbytheMeijiEmpressandHer

mother,and"Ghiyoko"(asAmywasthencalled}waschosentorepresentherclassbyreadinga

fiveminuteselection.Sherecallsthebathing,thehair-washing,hercompleteoutfitofnewmateri-

als,andthepracticesforthegreatevent.

Herspecialdutyinthathomewastoattendtoherfather'sdressuniform,tokeepitsgold

braidalwaysshining,andtohandhimhisplumedhatasheleftforoffvialfunctions .

DuringthesefouryearstwosonswereborntoMrs.Satow,whereuponshedecidedtomarry

Chiyokotosomesuitableman.Chiyoko,however,protested,sayingthatshewasnotyetwell

enougheducated,andexpressedadesiretogobacktotheDoremusSchool.Thusshewasre-

registeredasChiyokoYamadainherownmother'sfamilyandwasreturnedtoYokohamaasa

pupilintheschool.MissCrosbygaveherawarmwelcome,sayingshehadprayedeveryday

duringherabsencethatshemightreturn.Theexperienceandtrainingofthesefouryearsinthe
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SatowfamilyhaveprovedtobeofthegreatestvaluetoMissYamadainalltheyearsthathave

followed,enablinghertobefamiliarwithJapanesecustoms,etiquette,andevensuperstitionstoa

degreethatwouldhavebeenimpossibleinaschoolconductedbyAmericans.

IntheSchoolatmosphereshewasagainknownas"AmyCornes"anddressedinWestern

clothes.ItwasherethatthewriterfirstmetherinMarch,1883.Shewassittingonthebackrow

attheUnionChurchSundayeveningprayer-meetingwhichwasalwaysheldinthedrawing-room

oftheSchool.ShewasintroducedbyMrs.NathanBrownwhosaid,"Thisismygirl,Amy."Very

brighteyed,cheery,withamindofherown,shewasagoodscholarbutinnohurrytomakea

decisiontobecomeaChristian.

Itwasin1885afterhearinganappealfortheChristianlifebyanAmericanevangelistinthe"lit-

tlechapel"ofthehistoricKaiganChurchthatshefinallysurrenderedandwaslaterreceivedinto

theUnionChurchbyDr.E.S.Booth.

Shegraduatedin1887withthehighesthonorsofherclass,preparedtoteachinagirls'school.

Severalpositionswereopentoher.HerteachersurgedtheacceptanceofoneinTokyoinanes-

tablishedprivateschool;butMrs.Brownhadinvitedhertocooperatewith-herinthehome

schoolwhichsheherselfhadstartedintheold,two-storiedprintingofficeatNo.fi7‐ABluff,

whereDr.BrownhadprintedhisowntranslationoftheNewTestament.Hehaddiedin1886and

theprintingwasdiscontinued;afewmonthslaterMissClaraA.Sandshadgoneonfurlough

leavingsixschoolgirlsinMrs.Brown'scare.Withonlythissmallnumberandnoequipmentas

yetandnoneinsight,thereseemedlittleinducementforAmybesidethatofpersonalregardfor

Mrs.Brown.However,onthinkingitalloverandprayingforguidance,shecametoherowncon-

clusion‐characteristically-regardingwhatshebelievedtobeGod'swill.Herteacherfinallycon-

sentedtohergoing,ontheoneconditionthatMrs.BrownwouldsaynothingtoheraboutBap-

tistbeliefs.

Atthistimeanincidentoccurredwhichshowsherimpressiononthosewhoknewherdaily

life:theJapanesecookattheDoremusSchoolaskedifhemightgivehistributeintheformofa

dinnertothedepartinggraduate,sayingthatheowedagreatdealtoherkindnessininterpreting

fortheAmericanteacher,andinsecuringandtranslatingWesternrecipesforhim.Hercheery

humorhadsavedmanyasituationforhimandhewishedtoshowhisappreciation.Theresult

wasthathewasgiventheuseoftheladies'dining-room,andservedupthebestchickendinner

tobehadinYokohamatoAmyandherfivespecialfriends.

Notonlyinthosedaysbutalwaysshehasshownabilityindealingwithhouse-servants

strictinrequiringgoodservice,butkindandconsiderate,thinkingofwaystomakethemhappy

sothattheycheerfullydowhatshedesires.
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ThoughtheSchoolwassmallMissCornesfoundplentytodo ,teachingEnglishandMusicand

Bible,keepingtheaccounts,andhavingchargeofthedormitory .TwomenteachersofJapanese

subjectscameafternoons.

Duringtheautumnshewitnessedabaptismbyimmersionforthefirsttime
,andsoonasked

Mrs.Brownaboutitwhotoldherofthepromisetoherteacher.Butaguestministerwasgladto

explain,givinghertheScripturetextsregardingbaptism.Theresultwasthatshewasimmersed

atherownrequestbyDr.A.A.BennettonChristmasDay,1$87,joiningtheJapaneseBaptist

Church.

以 上,こ の 「ミス チ ヨ ヤ マ ダ』 とい う小 冊 子 の最 初 か ら6頁 目まで を紹 介 した。 この記

述 の 中 で,ま ず ア ー ネス ト ・サ トウ との 関連 につ い て い う と,フ レデ リ ッ ク ・コー ンズ 自身 が

アー ネ ス ト ・サ トウ と生 糸取 引 をめ ぐって交 渉 を持 っ た こ とは知 られ てい るが ,エ イ ミー ・コー

ンズ との 関連 につ いて の アー ネス ト ・サ トウの側 の 資料 は未 だ知 られて い な い。

また,文 中 に 出て くるア ー ネス ト ・サ トウ(1843-1929)と の 関 わ りにつ い て い う と,サ トウ

は,1871年 に武 田 兼 と結 婚,2男1女 を もうけ て い る。長 女 は早 世 し(1872-1873),長 男 武 田栄

太 郎(1880-1926),次 男 武 田 久 吉(1883-1972,植 物学者,日 本 山岳会 の指 導的人物の一一人)で あ っ

た。 他 方,文 中 にみ る よ う に,AmyCornes(山 田千代)が サ トウの も とにい た 期 間 は ,1879-

1882と 見 られ るか ら,そ の 点 は整合 的 で あ る よ うに思 わ れ る。

また,前 記 の遠藤 香 氏 は,ア ー ネス ト ・サ トウの と ころにadoptさ れた とい う箇所 は,恐 ら く

は行儀 見習 い に類 す る もので は ない か,と 推 測 してお られ る。

小稿 の道筋 か らはや や外 れ るが,1885年(明 治18年)に 「受洗 して横 浜合 同教 会 の 会 員 に な っ

た」(r捜 真女学校90年 史』42頁)と され てい るが,こ の 英文 がユ ニ オ ン ・チ ャーチ で の 「受 洗」 を

意 味す る もの と読 み取 れ るか に は検 討 の余 地 が あ る よ うに思 わ れ る。

3

なお,次 の こ とを付 記 してお く必 要 が あ る。 この 当時,コ ー ンズ とい う名 前 の別 人が い たの で

あ って,そ れ はエ ドワー ド ・コー ンズ(EdwardCornes)と い い,実 は む しろ この人 の ほ うが 歴 史

上 よ く知 られ て い る。 エ ドワー ド ・コー ン ズは,ア メ リカの 長 老 派 教 会 の 宣教 師 で ,1868年,

同教 会 か ら派 遣 され て来 日,フ ルベ ッキ の世 話 で大 学 南 校 の英 語 学 教 師 と して雇 い 入 れ られ た

が,1870年8月1日,休 暇 を 横 浜 で 過 ご そ う と し て,東 京 の 築 地 か ら横 浜 通 い の 蒸 気 船 シ

テ ィ ・オブ ・エ ド号(CityofYedo)に 夫 人 の ア リダ(Alida)と 子供 二 人 とと もに乗 船 した。 とこ

ろが 数分 もた た ない うち に船 の ボ イ ラー が爆 発 し,4人 家 族 の うち この5月 に生 まれ た 赤 ち ゃ ん

だ け を残 して,3人 が死 亡,こ の3人 の 墓 が 横浜 山手 外 人墓 地 の 第20区 に存 在 す る。 この エ ド
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エ ドワー ド・コーンズの墓

(横浜山手,外 人墓地第20区)

ワー ド ・コー ンズ は実 は フ レデ リ ック ・コー ンズ と遠 い縁 戚 関係 にあ る よ うで,ComesFamily

の一員 で あ る とい う。 一 人残 された赤 ち ゃんは,HenryNelsonCornes(1870-1954)で,そ の孫

が 今 日生存 してい る とい う。 この と ころ は,フ レ デ リ ック ・コー ンズ の末 商 で あ る,コ リ ン ・

コー ンズ 氏 か らの 手 紙 に よ る もの で,そ も そ もComesとeが 入 る ス ペ リ ン グ は チ ェ シ ャ ー

(Cheshire)に あ るサ ー ネ イ ムで,そ れ 以外 には ケ ン ト(Kent)の ス ワー デ ン(Swarden)に あ るの

み だ とい う。 コリ ン ・コー ンズ氏 の友 人 は,1849年 に渡 米 したス ワー デ ンの大 工,JamesCor-

nes(1817-1891)の 了 孫 で,ジ ェ イム ズ には5人 の子 が あ り,そ の 中 で長 兄 のEdwardD.Cornes

(1841-1870)が 当の 人物 で あって,南 北戦 争 に生 き残 り,プ レス ビテ リア ンの 宣 教 師 と して1868

年 に 来 日,江 戸 の 大学 で教 えた とい う。横 浜 山手外 人墓 地 にあ るエ ドワー ド ・コー ンズ の墓 には

上 の ように記 され て い る。

こ うい うわ け で,エ ドワー ド ・コー ンズ は,1868年 の 来 日,1870年 の 死 去 とい うこ とか ら,

また家 族 関係 を含 む周 辺 の事情 か ら して,山 田千 代(エ イミー ・コーンズ)と は無 関係 と考 え るの

が 妥 当で あ ろ う。

【付記】今回の内容は本文中にも触れたように,遠 藤香氏からの資料提供があって初めて掲載に至ること
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がで きた。深謝 申 し上げる次第である。 また,山 田千代 との関わ りについ ては,(株)有 隣堂の 『有隣』

第361号,1997(平 成9)年12月10日 号の座 談会のお りに触れた ことがある。(2003年1月)


